
 

 

 

 

～VUCA（不透明・不確実）時代を乗り切る松下流の人づくり～ 
 

創業 101年目を迎えるパナソニック（旧松下電器産業）の創業者である

松下幸之助は、1918年にわずか 3名で創業し、一代にて同社を世界屈指の

企業グループにまで育て上げました。幸之助は、「綱領」「信条」「七精

神」などの経営理念をどのように位置づけ、実践していったのでしょうか。

本セミナーでは、「松下幸之助経営理念実践伝道師」として社員研修に携

わってきた古望高芳氏（パナソニックＯＢ）より、幸之助の肉声テープを

使いながら、幸之助の経営理念の真髄を語っていただきます。皆様ふるっ

てご参加下さい。 
 

【日 時】２０１９年７月２３日（火）１５：００～１７：００ 

（受付開始１４：３０） 
 

【講 師】 古望 髙芳(こもう たかよし) 氏  

三方よしビジネスサポート研究所  所長  

松下幸之助経営理念実践伝道師 中小企業診断士    
 

【経 歴】 

早稲田大学商学部卒業後、松下電器産業㈱入社。

２３年間、車載機器関連事業に従事し、２００９

年社内資格である「松下幸之助経営理念実践伝道

師」を取得。社内各階層の人材に対し、経営理念

教育⇒浸透⇒実践へと落とし込んでいく研修を

実施し、意識改革とモチベーション向上を実現。

現在は中小企業診断士として、BtoBマーケティングや地域活性化等のコンサル

ティング活動に従事している。 

 

【内 容】 

○幸之助の経営理念の実践法 
 

○幸之助が成功した行動原理 
 

○企業を支える人材育成の要諦ほか 

 

投資育成セミナー 



 

 

【定 員】 100名    【受講料】 無料 

【会 場】 投資育成ビル８階ホール（渋谷区渋谷３－２９－２２） 

      ＪＲ渋谷駅の埼京線ホームから新南口改札を出て、右へ２軒目のビル 

地図 http://www.sbic.co.jp/main/company/access.html 

【申込締切】 7月 22日（月） 

【申込方法】 ウェブサイト http://www.sbic.co.jp /main/fronts/seminar_listから

お申込みいただくか、以下の受講申込書にある必要項目をＥメールで

gyoshi-seminar@sbic.co.jp へお送りください。 

なお、本受講申込書のＦＡＸによるお申込みもできます。 

【受講票】 本セミナーに受講票はございません。当日１階にて受付願います。 

 定員（100名）を超えて申し込みがあった場合、出席いただけない方 

のみへご連絡します。 

【問合せ】 東京中小企業投資育成㈱ ビジネスサポート部 須永 

      ＴＥＬ０３―３４９９―０７５５ ／ ＦＡＸ０３―３４９９―０８１９ 
                                                                      

受 講 申 込 書 

7/23開催「松下幸之助に学ぶ経営の真髄とは」 

東京中小企業投資育成（株） ビジネスサポート部  行 

ＦＡＸ：０３－３４９９－０８１９ Ｅメール：gyoshi-seminar@sbic.co.jp 

 
  

◆貴 社 名 

                                                    

◆貴社業種 

                                                    

◆お役職／部署／お名前 （複数参加可） 

                                                    

◆ＴＥＬ／ＦＡＸ 

                           ／             

◆Ｅ-ｍａｉｌ 

                                              

◆弊社からの投資について(どちらかに○をお書き込み下さい。) 

     既投資先企業(   )     未投資先企業(   ) 
＜情報の取り扱いについて＞  
情報の取り扱いについて  
ご記入いただきました個人情報は、参加者名簿として、またセミナーの企画・運営・実施のため使用する他、関連するアフターサービス、

必要な情報の提供及び投資育成制度に関する各種ご案内のために使用します。 
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